
4

元気な狭山をみんなでつくる

　
　

子
育
て
支
援
の
充
実
は
、（
仮
称
）

総
合
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
整
備
を

は
じ
め
、子
育
て
プ
レ
イ
ス
水
野
の
開

設
や
わ
い
わ
い
ル
ー
ム
入
間
の
拡
充
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、こ
ど
も
医
療
費

の
助
成
対
象
を
中
学
校
３
年
修
了
時
ま

で
拡
充
し
ま
す
。な
お
、組
織
改
正
に
よ

り
、福
祉
こ
ど
も
部
を
設
置
す
る
と
と

も
に
、子
育
て
支
援
課
を
こ
ど
も
課
に

改
め
、総
合
的
な
対
応
に
努
め
ま
す
。

　

低
所
得
者
へ
の
福
祉
は
、生
活
保
護

に
つ
い
て
、就
労
可
能
な
被
保
護
者
へ

の
就
労
支
援
や
就
労
相
談
な
ど
の
社
会

的
自
立
を
促
す
支
援
を
進
め
ま
す
。

快
適
で
魅
力
の
あ
る
ま
ち
を

 

め
ざ
し
て【
都
市
基
盤
】

　

狭
山
市
駅
西
口
周
辺
地
区
整
備
事
業

は
、23
年
度
末
の
完
成
に
向
け
て
２
街

区
公
益
施
設
の
建
築
工
事
や
市
民
広
場

な
ど
の
整
備
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

新
都
市
機
能
ゾ
ー
ン
整
備
事
業
は
、中

央
図
書
館
南
側
の
交
差
点
改
良
工
事
や

街
角
広
場
の
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

狭
山
市
駅
東
口
土
地
区
画
整
理
事
業

は
、建
物
移
転
や
道
路
整
備
な
ど
を
進

め
、入
曽
駅
東
口
地
区
の
整
備
は
、地
権

者
な
ど
の
理
解
の
浸
透
に
努
め
る
と
と

も
に
、22
年
度
末
で
廃
止
さ
れ
た
入
間

小
学
校
の
解
体
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

　

都
市
計
画
道
路
は
、狭
山
市
駅
上
諏

訪
線
の
再
開
発
区
域
境
か
ら
新
都
市
線

　

生
涯
学
習
や
社
会
教
育
の
推
進
は
、

現
代
的
課
題
や
地
域
課
題
を
踏
ま
え
た

社
会
教
育
事
業
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
促
進
は
、各
種
教

室
の
開
催
と
と
も
に
、市
民
が
ス
ポ
ー
ツ

に
親
し
め
る
機
会
の
拡
充
を
図
り
ま
す
。

　

学
校
教
育
は
、小
・
中
学
校
の
円
滑
な

接
続
と
道
徳
教
育
の
充
実
に
取
り
組
み

ま
す
。ま
た
、全
国
学
力
・
学
習
状
況
調

査
を
全
校
で
実
施
し
、そ
の
結
果
を
分

析
し
て
授
業
の
改
善
を
図
り
ま
す
。さ

ら
に
、新
学
習
指
導
要
領
の
授
業
時
間

増
加
に
対
応
し
て
、第
２
土
曜
日
と
開

校
記
念
日
に
授
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

学
校
教
育
施
設
の
充
実
は
、校
舎
の

耐
震
補
強
工
事
を
進
め
、23
年
度
か
ら

は
体
育
館
に
も
着
手
し
ま
す
。ま
た
、引

き
続
き
校
舎
の
空
調
設
備
や
体
育
館
屋

根
な
ど
の
改
修
を
行
い
ま
す
。特
に
校

舎
の
空
調
設
備
は
、財
政
状
況
を
踏
ま

え
、計
画
の
前
倒
し
を
検
討
し
ま
す
。

　

堀
兼
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
更
新

は
、整
備
手
法
や
運
営
方
法
な
ど
の
基

本
計
画
を
定
め
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

小
中
学
校
の
規
模
と
配
置
の
適
正
化

の
推
進
は
、入
間
川
地
区
と
入
曽
地
区

の
中
学
校
の
統
廃
合
に
取
り
組
み
ま

す
。ま
た
、市
立
幼
稚
園
は
、統
廃
合
の

検
討
と
推
進
を
図
り
ま
す
。

ま
で
の
改
良
工
事
の
完
了
を
め
ざ
し
、

新
狭
山
駅
南
口
線
は
、早
期
の
完
全
開

通
に
努
め
ま
す
。次
期
整
備
路
線
と
し

て
位
置
づ
け
た
４
路
線
は
、着
手
し
て

い
る
狭
山
市
駅
上
諏
訪
線
と
笹
井
柏
原

線
の
２
路
線
の
整
備
を
継
続
的
に
進

め
、早
期
の
完
成
に
努
め
ま
す
。

　

一
般
市
道
な
ど
の
生
活
道
路
の
整
備

は
、狭
山
市
駅
周
辺
の
整
備
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、幹
線
道
路
の
舗
装
改
良

や
歩
道
の
整
備
な
ど
に
努
め
ま
す
。

　

上
水
道
の
整
備
は
、安
全
・
安
心
な
水

を
継
続
的
に
供
給
す
る
た
め
、施
設
の

耐
震
化
や
維
持
管
理
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、経
営
基
盤
の
安
定
に
努
め
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
の
整
備
は
、23
年
度
か

ら
地
方
公
営
企
業
法
を
適
用
し
、効
率

化
と
健
全
化
に
努
め
ま
す
。ま
た
、汚
水

対
策
で
は
市
街
化
調
整
区
域
第
３
期
事

業
を
推
進
し
、雨
水
対
策
で
は
鵜
ノ
木

雨
水
枝
線
の
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

新
た
な
産
業
の
育
成
は
、企
業
立
地

奨
励
金
な
ど
を
活
用
し
て
、圏
央
道
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
な
ど
に
産
業
拠

点
の
形
成
を
図
る
と
と
も
に
、企
業
の

設
備
投
資
の
促
進
を
図
り
ま
す
。ま
た
、

産
業
労
働
セ
ン
タ
ー
を
産
業
情
報
の
発

信
の
場
と
し
て
積
極
的
に
活
用
し
、企

業
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

　

魅
力
あ
る
商
業
拠
点
や
商
店
街
の
形

成
は
、街
路
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
な
ど
商
店

街
活
動
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、店
舗
・

住
宅
改
修
工
事
へ
の
補
助
金
の
拡
充
な

ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

雇
用
機
会
の
拡
充
は
、産
業
労
働
セ

ン
タ
ー
を
活
用
し
た
就
労
関
連
の
相
談

や
セ
ミ
ナ
ー
の
充
実
を
図
る
と
と
も

に
、県
や
商
工
会
議
所
な
ど
と
の
連
携

を
強
化
し
、さ
ま
ざ
ま
な
手
法
に
よ
る

就
労
機
会
の
拡
充
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

農
業
の
活
性
化
は
、安
全
・
安
心
な
農

産
物
供
給
の
促
進
策
と
し
て
野
菜
生
産

力
強
化
支
援
事
業
に
取
り
組
み
、ま
た
、

農
業
生
産
基
盤
な
ど
の
維
持
管
理
と
し

て
農
道
の
維
持
補
修
に
努
め
る
と
と
も

に
、水
利
施
設
の
劣
化
状
況
を
調
査
し
、

保
全
計
画
を
策
定
し
ま
す
。な
お
、狭
山

げ
ん
き
村
構
想
に
つ
い
て
は
、そ
の
実

現
に
向
け
た
Ｊ
Ａ
い
る
ま
野
の
取
り
組

み
を
支
援
し
ま
す
。

←

24年3月の完成を目指して着々と工事
が進む狭山市駅西口地区

活
力
の
あ
る
産
業
を
育
て
る
ま
ち
を

 

め
ざ
し
て【
産
業
経
済
】

人
を
育
み
文
化
を
創
造
す
る
ま
ち
を

 

め
ざ
し
て【
教
育
文
化
】



広報さやま 2011.4月号　　■市役所☎04-2953-1111(代表） 04-2954-6262

5

平成23年度市長施政方針

＜環境共生＞

●環境基本計画策定等事業………………720万円
●次世代自動車購入補助事業…………1,000万円
●平地林公有地化事業…………………4,286万円
●斜面緑地更新事業………………………250万円
●不法投棄防止対策事業………………953万8千円
●快適環境づくり対策事業……………1,386万円
●稲荷山環境センター設備改修事業…1億7,088万7千円
＜健康福祉＞

●こども医療費支給事業………4億5,420万5千円
●（仮称）総合子育て支援センター整備事業…713万円
●つどいの広場整備事業（拡充）……………685万円
●学童保育室整備事業…………………1,613万円
●子宮頸がん等ワクチン接種助成事業…1億3,347万円
●妊婦一般健康診査事業…………1億687万2千円
●女性特有のがん検診推進事業……2,302万4千円
＜都市基盤＞

●狭山市駅西口地区第一種市街地再開発事業…6億8,636万円
●2街区公益保留床取得事業……32億336万6千円
●新都市機能ゾーン整備事業………1億2,440万円
●入曽駅東口地区市街地開発事業…2億9,568万2千円
●都市計画道路整備事業………………6,073万円
●一般市道整備事業…………………4億5,440万円
●いっ水対策事業…………………………463万円
＜産業経済＞

●企業立地促進事業………………1億436万4千円
●商店街共同施設管理運営事業補助金…1,100万円
●店舗・住宅リフォ－ム補助事業…………450万円
●市民憩いの広場管理運営事業………197万9千円
●離職者支援スーパーアドバイザー事業…321万8千円
●農業施設機能保全事業…………………250万円
＜教育文化＞

●小・中学校連携教育推進事業……………90万円
●小中学校道徳教育推進事業…………679万7千円
●小中学校校舎等耐震補強事業……5億7,910万円
●小学校校舎空調設備改修事業…1億9,084万6千円
●小中学校校舎等改修事業……………9,865万円
●学校給食施設更新計画策定事業………300万円
＜市民生活＞

●公共施設耐震改修事業………1億1,870万1千円
●市営住宅鵜ノ木団地建替事業………3,800万円
●既存市営住宅改修等事業…………5,742万5千円
●消防機械施設整備事業………………1,980万円
＜計画の推進＞

●旧狭山台北小学校跡利用施設整備事業…4億8,532万8千円
●狭山元気大学運営事業………………876万1千円
●地区まちづくり推進事業………………855万円
問合せ財政課へ内線7112

　

地
域
と
連
携
し
た
教
育
の
推
進
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
行
う
地
域
子
ど
も

教
室
の
活
動
を
促
進
し
ま
す
。

　

人
権
尊
重
意
識
の
高
揚
は
、啓
発
活

動
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、学
校
教
育

や
社
会
教
育
な
ど
の
場
で
人
権
教
育
を

推
進
し
ま
す
。ま
た
、市
民
に
対
す
る
平

和
意
識
の
高
揚
に
取
り
組
み
ま
す
。

安
全
で
生
活
し
や
す
い
ま
ち
を

 

め
ざ
し
て【
市
民
生
活
】

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
は
、

自
治
会
集
会
所
の
改
修
な
ど
へ
の
助
成

を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　

安
全
・
安
心
な
消
費
生
活
の
実
現
は
、

弁
護
士
相
談
の
拡
充
な
ど
消
費
生
活
相

談
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

市
営
住
宅
の
適
正
な
管
理
は
、鵜
ノ

木
団
地
の
建
て
替
え
と
と
も
に
、中
高

層
市
営
住
宅
の
改
修
工
事
に
取
り
組
み

ま
す
。ま
た
、民
間
住
宅
な
ど
の
耐
震
化

の
促
進
を
図
り
ま
す
。

　

消
防
・
救
急
体
制
の
充
実
は
、消
防
車

両
の
更
新
や
特
殊
災
害
対
応
資
機
材
の

整
備
の
ほ
か
、富
士
見
分
署
の
耐
震
補

強
工
事
を
実
施
し
ま
す
。ま
た
、高
齢
者

世
帯
に
対
す
る
住
宅
の
防
火
診
断
・
防

火
指
導
を
実
施
す
る
ほ
か
、住
宅
用
火

災
警
報
器
設
置
の
促
進
、防
火
対
象
物

や
危
険
物
施
設
を
対
象
と
し
た
予
防
査

察
の
強
化
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。さ

ら
に
、消
防
の
広
域
化
に
向
け
た
協
議

を
重
ね
て
い
き
ま
す
。消
防
団
は
、入
団

促
進
と
と
も
に
、効
率
的
な
体
制
づ
く
り

の
た
め
に
組
織
の
見
直
し
を
進
め
ま
す
。

　

行
財
政
改
革
の
推
進
は
、第
４
次
行

財
政
改
革
大
綱
を
策
定
す
る
と
と
も

に
、個
別
行
動
計
画
を
推
進
し
ま
す
。

　

新
し
い
公
共
の
推
進
は
、協
働
を
推

進
し
て
い
く
た
め
の
ル
ー
ル
づ
く
り
や

仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。ま

た
、狭
山
元
気
大
学
は
、本
年
５
月
に
開

校
し
、本
講
座
を
開
始
す
る
と
と
も
に
、

専
用
キ
ャ
ン
パ
ス
を
整
備
し
ま
す
。さ

ら
に
、人
材
バ
ン
ク
事
業
や
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
事
業
な
ど
に
取
り
組
み
、修
了
生

の
地
域
社
会
で
の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

　

電
子
自
治
体
の
推
進
は
、Ｃ
Ｉ
Ｏ（
情

報
化
統
括
責
任
者
）を
中
心
と
し
た
体

制
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、各
施
策
を

推
進
し
、行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の
導
入

は
、Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル（
計
画
↓
実
行

↓
評
価
↓
改
善
）に
基
づ
く
施
策
の
評

価
を
次
年
度
予
算
に
活
か
す
新
た
な
シ

ス
テ
ム
の
確
立
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

機
能
的
な
組
織
運
営
の
推
進
は
、柔

軟
で
迅
速
な
対
応
が
図
れ
る
組
織
を
確

立
す
る
と
と
も
に
、27
年
度
ま
で
の
５

年
間
で
、職
員
１
０
０
人
の
削
減
目
標

を
定
め
、取
り
組
み
ま
す
。

　

今
後
の
市
政
運
営
に
お
い
て
は
、「
緑

と
健
康
で
豊
か
な
文
化
都
市
」の
実
現

に
向
け
、「
夢
に
向
か
っ
て
チ
ャ
レ
ン

ジ
」を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、全
力
を

傾
注
し
て
職
責
を
担
っ
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

重点事業と予算

計
画
の
推
進
の
た
め
に


